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１　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
研
究
部
の
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
な
か
な
か
収
束
し
な
い

中
、
世
の
中
で
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
に
よ
る
新
た
な

生
活
様
式
に
基
づ
く
社
会
形
態
を
取
り
入
れ
な
が
ら
日
常
生
活

や
社
会
経
済
活
動
を
取
り
戻
す
動
き
が
加
速
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
で
も
、
１
人
１
台
端
末
の
実
現
に
よ
り
、「
学
校
の

新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
を
保
証
し
、
こ
の
新
た
な
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
の
研
究
部
の
研
究
テ
ー
マ

を
「『
個
別
最
適
な
学
び
』、『
協
働
的
な
学
び
』
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
学
校
と
し
て
の
取
組
と
副
校
長
・
教
頭
の
役
割
」

と
設
定
し
ま
し
た
。

　

年
間
の
研
究
部
会
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
研
究
大

会
等
の
運
営
や
内
容
に
つ
い
て
、
実
り
あ
る
話
し
合
い
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
経
験
と
実
績
が
、
研
究
大
会
や
研
究
部

長
会
、
研
修
大
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
無
事
に
で
き
た
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

２　
研
究
大
会
・
研
修
大
会
の
内
容

⑴
全
国
研
究
大
会
（
岩
手
大
会
７
月
28
、
29
日
開
催
）

　

今
年
度
、
岩
手
大
会
は
、
東
北
地
区
の
会
員
は
参
集
、
そ
の

他
の
地
区
の
会
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式

に
よ
る
開
催
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
直
前
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
究
部
と
し
て
は
、
特
別
分
科
会
Ⅰ
と
し
て
、
日
本
大
学
教

授
の
中
橋 

雄
先
生
よ
り
、「
１
人
１
台
情
報
端
末
時
代
に
求
め

ら
れ
る
情
報
モ
ラ
ル
と
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑵�

全
国
研
究
部
長
会
（
第
１
回
７
月
８
日
開
催
、
第
２
回
12

月
1
日
開
催
）

　

第
１
回
全
国
研
究
部
長
会
は
、
愛
媛
大
学
大
学
院
教
授
の
露

口
健
司
先
生
よ
り
、「
教
職
員
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン

ト
を
高
め
る
働
き
方
改
革
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
働
き
方
改
革
の
効
果
的
な
事
例
・
課
題

の
紹
介
」「
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
職
員
室

で
伝
え
て
い
ま
す
」
を
柱
に
グ
ル
ー
ブ
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
2
回
研
究
部
長
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
か
参
集
か
を
選
ん

で
参
加
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
放

送
大
学
客
員
准
教
授
の
倉
澤 

昭
先
生
よ
り
、「『
個
別
最
適
な

学
び
』『
協
働
的
な
学
び
』
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
学
校
と

し
て
の
取
組
と
副
校
長
・
教
頭
の
役
割
」
と
い
う
演
題
で
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
各
学
校
の
取
組
や
課
題
」

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

⑶
中
央
研
修
大
会
（
２
月
10
日
開
催
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
よ
り
７
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
と
な

り
ま
し
た
。
大
分
大
学
教
授
の
清
國
祐
二
先
生
に
よ
る
「『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
何
を
実
現
す
る
の
か
』
～

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
～
」
と
い
う
演
題
で
基
調
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
切
り
拓
く
教
育
の
未
来
と
副
校
長
・
教
頭

の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
藤
原
文
雄

先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
川
崎

医
療
福
祉
大
学
医
療
技
術
学
部
教
授
の
諏
訪
英
広
先
生
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
と
学
校
の
み
ら
い
代
表
で
文
科
省
Ｃ
Ｓ

マ
イ
ス
タ
ー
の
竹
原
和
泉
先
生
、
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
副
会

長
で
杉
並
区
立
済
美
小
学
校
副
校
長
の
吉
原
勇
先
生
に
よ
り

「
何
を
目
指
し
て
」「
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
」「
今
後
ど
う
活

用
し
生
か
し
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３　
研
究
大
会
・
研
修
大
会
の
成
果
と
課
題

　

全
国
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議
や
大
会
が
定
着
し
て
き

て
い
る
中
で
、
参
集
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
形
式
に
よ
る
大
会
開
催
と
い
う
新
た
な
試
み
を
実
施
し

た
年
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
他
県
の

実
践
や
課
題
等
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考
に
な
っ

た
」
等
、
多
く
の
充
実
で
き
た
と
い
う
内
容
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
副
校
長
・
教
頭
の
専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
、
全

国
の
多
く
の
副
校
長
・
教
頭
先
生
と
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場

を
大
切
に
し
つ
つ
、
働
き
方
改
革
に
も
対
応
し
た
大
会
へ
の
参

加
形
態
の
新
た
な
仕
組
み
に
つ
い
て
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

な
が
ら
、
令
和
５
年
度
以
降
も
研
究
部
の
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
　
全
国
公
立
学
校
教
頭
会

研
究
部
の
活
動
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
　
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
　
研
究
部
長

早
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洋
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郎


